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Studies on Components of Usneaceae in Hokkaido III 
On Components Soluble in Acetone 
Hisatsugu Sato 
Adstract 
In the present paper the author treated. of a component in Iichens of Usneaceae 
in Hokkaido. The substance was insoluble in ether and soluble in acetone， and 
was proved to be salazinic acid which was formerly found in some othぽ lichens
by Asahina. The substance was firat separated and identifie:l. in the Usne3 species 
in Hokkaido. The author indica匂dthat the species which containeヨdiffractaic
acid lacked salazinic acid， and that the species which lacke:l. depside contained. 




No 1 Usn巴a diffracta Wain. 
No.2 Usnea bngissima Ach. 
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パルパチ γ 椴 サ;;;チシ殿
No.2ーし 無意根山 (中腹) 2.8 
No.2 - 2: 1 〈頂土) 1.0 1.0 
No.2 -' 3・ 空沼様(中腹) 1.5 (問。) 2.4 
NO.3 ー i I! (頂上) 3.6 
NO.3 ー 2 内手 稲 山 1.8 
No.3 - 3 標 茶 附近 2.6 
第 2 表ウスネア属地衣類含有成分:の比較
地衣名税: デプシ ド サラチ :/1駿 KOH + K2(30i: :1 反応
U. oif仕aeta'Wain; + 
U. longisima Ach. 十+ + 士



























物質 CNo.2~3) 3.540mg CO2 : 7.278mg H，O: 0.962mg 
分析値 C: 56.07% H: 3.02% 
物質 CNo.2-3) 3.874mg CO2 : 7.938mg H20: 1.126mg 
分析値 C: 55.88% H: 3.23% 
計算値 (C，8H120，0) C: 55.67% H: 3.09% 
80%アセトンから再結晶したものを，硫酸デシケータ{で乾燥し次に1100Cて6時間乾燥
して水分の定量を行った。
物質1.2235g， 乾燥減量0.054g H20: 4.40%， 
計算値 C18H，2010. H20として 4.43% 























物質 O.2588g O.l-N NaOH 19.01cc 
分析値 31.64% 
計算値 CC18HsO，0(CH3CO).) 30.94% 
l害虫点 21 10 Cの鞠質
H20: 1.09mg 
H: 3・52%
H: 3.(0% 
No.3-3から得られたアセトン抽出物 32gを多量のベング{ルで処理し，ベンゾ~;t--を溜去
すると，約0.4gの白色結品が得られた。 この物質は苛性カリ液で赤色の反Ji5を与えない。 様
化鉄反応もない。始めペシグー;t--，次に氷酷酸から再結晶すれば，細小な結晶となる。
融点21l0C。
総括
北海道産ウスネア属地衣数種から，ヱーテルに不溶，アセトンに可溶の成分を抽出しそれ
がサラチン酸であることを証明した。又地衣中にサラチン酸が多くなれば，デプシドの含有量
は減少することを知った。サラチン酸を酷化してテトラアセチル誘導体を得た。北梅道産ウス
ネア属地衣類の品種と成分との関係を明らかにして，その分類にーの標準を与えた。
本研究に当り，北大教授杉野目晴貞博士から賜った多大の御援助に対L厚く感謝の意を表す
る。又顕微鏡写真の撮影には青木廉博士を煩した。試料の‘部の探集には今井才治氏の御協力
を得た。附記して併せて感謝する次第である。
本研究の一部は若:者が北海道大学在職中になされたものである。
(昭和29年6月15日受付)
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